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　記載上の注意　

1　この申請書には、生計を一にする親族で、扶養親族として申請しようとする者を記載すること。

2　この申請書には、扶養親族であるかを証明する資料を添付すること。

3　「親族の氏名」欄は、戸籍上の氏名を確実に記載すること。

4　「続柄」欄は、職員と親族との身分関係を記載すること。

5　「同居、別居の別」欄は、職員との同居、別居の別を記載し、別居者については、その住居を「記事」欄に記載すること。

6　「職業」欄は、親族が従事している職業を記載すること。

7　「年収」欄は、勤務所得(恩給法による普通恩給、増加恩給、扶助料及びこれに類する年金を含む。)、事業所得、資産所得等すべての所得を所得の種類ごとにその見積額を記載し、それぞれの所得額を証することができる公の証明書又はそれに準ずる資料を添付すること。

8　この申請書を異動認定申請書として使用する場合は、次の方法で記載すること。

1)　扶養親族を増加する場合は、既に認定を受けている扶養親族を記載し、増加する扶養親族の氏名を黒書すること。

2)　既に認定を受けている扶養親族が、認定条件に該当しなくなった場合は、扶養親族を全て記載し、扶養親族でなくなる者を朱書すること。

3)　その他記載上の注意は1～7によること。

9　※印の事項は記載しないこと。
